
別紙２ 
スタジアムの必要性調査業務委託 提案に係る評価基準 

 

企画提案内容の評価項目、評価基準及び配点は、以下のとおりとする。 

 

＜企画提案内容とプレゼンテーションに対する評価項目＞ 

評価項目 評 価 基 準 配点 

１ 実施体

制について 

「本業務に

関する実施

体制の提案」 

【実施体制】 

・本業務を円滑に遂行する実施体制が構築されているか。 

・予定技術者等の経歴及び業務実績は十分か。（質的審査） 

＜配点＞ 

非常に優れている＝２０点、優れている＝１６点、普通＝１２点、 

やや力不足＝８点、力不足＝４点 

２０ 

 小計 ２０ 

２ 事業特

性を踏まえ

た比較検討

について 

「本事業の

特性を踏ま

え具体的な

検討方法に

ついて提案」 

【事業特性の理解度】 

・ホームタウンチームへの支援だけではなく、相模原市がスポーツ推進計画にお

いて定めた基本理念「豊かなスポーツライフの実現」、「スポーツを生かした地

域のにぎわいの創出」の観点からスタジアムの必要性を調査するという本事業

の特性を十分理解しているか。 

・スタジアムの新設、現スタジアムの改修のほか、現スタジアムの有効活用その

他の方法を含めて検討するという本事業の特性を十分理解しているか。  

＜配点＞ 

非常に優れている＝２０点、優れている＝１６点、普通＝１２点、 

やや力不足＝８点、力不足＝４点 

２０ 

【実施方針】 

・事業特性を踏まえた実施方針となっているか。 

＜配点＞ 

非常に優れている＝１０点、優れている＝８点、普通＝６点、 

やや力不足＝４点、力不足＝２点 

１０ 

【検討方法】 

・仕様書に記載する業務内容ごとに、事業特性を踏まえ、特定の結論や方向性を

前提とせず、客観性、合理性を踏まえた作業内容が示されているか。  

・スタジアムの必要性を調査するにあたり、提案事業者のノウハウや知識・経験

を生かした具体的な手法となっているか。 

＜配点＞ 

非常に優れている＝２０点、優れている＝１６点、普通＝１２点、 

やや力不足＝８点、力不足＝４点 

２０ 

【工程計画】 

・仕様書に記載する業務スケジュールが実現可能な工程計画となっているか。 

（令和８年９月末に中間報告書提出、令和９年２月末に調査結果報告） 

＜配点＞ 

非常に優れている＝１０点、優れている＝８点、普通＝６点、 

やや力不足＝４点、力不足＝２点 

１０ 

 小計 ６０ 

３ 予定技

術者の評価 

（プレゼン

テーション） 

【取り組み姿勢等】 

・本業務への取り組み意欲が感じられるか。 

・説明能力および応答の的確性は十分か。 

＜配点＞ 

非常に優れている＝１０点、優れている＝８点、普通＝６点、 

やや力不足＝４点、力不足＝２点 

１０ 

 小計 １０ 

                                       計  ９０点 

 

 



別紙２ 
＜業務実績と経験業務数に対する評価項目＞ 

評価項目 評 価 基 準 配点 

 

１ 事業者

の業務実績 

（量的審査） 

【事務局で採点】 

実施要領第１章４（８）の業務実績 

＜配点＞ 

ア、イ、ウの合計が８業務以上＝５点、 

ア、イ、ウの合計が６～７業務＝４点、 

ア、イ、ウの合計が４～５業務＝３点、 

ア、イ、ウの合計が２～３業務＝２点 

ア、イ、ウの合計が１業務＝１点  

 ５ 

２ 予定技

術者等の経

験等 

（量的審査） 

【事務局で採点】 

実施要領第２章２（５）の経歴及び業務実績のうち主任技術者及び主担当技術者

の経験業務数 

＜配点＞ 

合計１５業務以上＝５点、合計１１～１４業務＝４点、合計７～１０業務＝３点、

合計３～６業務＝２点、合計２業務以下＝１点  

 ５ 

 小計 １０ 

 計  １０点 

合計 １００点 

 

 

＜備考＞ 

１ 各委員は、「スタジアムの必要性調査業務委託」に係るプロポーザルに参加する者から提出さ

れた企画提案内容とプレゼンテーションを勘案し、評価基準に基づき評価を行う。 

２ 配点は、企画提案内容とプレゼンテーションによる配点が最高９０点、業務実績と経験業務数

による配点が最高１０点の合計１００点。プレゼンテーションの得点は９０点満点で評価した各

委員の点数を平均して算出する。 

 


